
版
社
、
一
九
八
八
）
。

と
こ
ろ
で
両
氏
は
ト
ル
フ
ァ
ン
本
の
寸
法
を
、
黒
田
源
次
氏
の

報
告
（
「
普
魯
西
学
士
院
所
蔵
中
央
亜
細
亜
出
土
医
方
書
四
種
」
、
『
支
那

学
』
七
巻
四
号
、
一
九
三
五
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ま

ベ
ル
リ
ン
国
家
図
書
館
所
蔵
の
ト
ル
フ
ァ
ン
本
で
み
る
と
、
黒
田

氏
が
報
告
し
た
寸
法
に
は
明
ら
か
な
誤
認
が
あ
る
。
そ
こ
で
正
確

な
寸
法
と
文
字
量
か
ら
計
算
し
な
お
す
と
、
ト
ル
フ
ァ
ン
本
は
三

巻
本
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
。

偶
然
が
重
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
中
国
を
は
さ
ん
だ
東
西
か

ら
三
巻
本
『
本
草
集
注
」
の
史
料
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
興
味
深
い
現
象
と
い
え
よ
う
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）

演
山
省
翁
の
『
活
幼
口
議
」
は
医
論
を
交
え
た
特
色
の
あ
る
小

児
科
書
で
、
中
国
医
学
小
児
科
の
発
展
史
上
、
少
な
か
ら
ざ
る
意

義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
に
適
切
な
史
的
評
価
を

与
え
る
に
は
、
成
立
年
代
・
著
者
の
確
定
と
そ
の
背
景
の
正
確
な

認
識
が
不
可
欠
で
あ
る
。
か
っ
て
多
紀
元
胤
は
本
書
の
著
者
を
元

代
の
曽
世
栄
に
当
て
た
。
こ
れ
以
来
、
日
本
で
も
中
国
で
も
元
胤

の
説
が
踏
襲
さ
れ
て
き
た
が
、
演
者
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
元
胤
の

説
は
正
鵠
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
著
者
・
演
山
省
翁
の
伝
は
史
書
に
な
く
、
本
書
名
も
正

史
に
記
載
が
な
い
。
最
初
に
本
書
を
記
録
し
た
目
録
は
明
代
の
『
国

史
経
籍
志
」
（
一
六
○
二
年
）
で
、
そ
の
後
、
「
内
閣
書
目
」
「
医
蔵
書

目
』
な
ど
も
こ
れ
を
記
載
す
る
。
た
だ
し
著
者
と
し
て
演
山
省
翁

４

「
活
幼
口
議
」
の
著
者
に
つ
い
て

王
鉄
策
・
真
柳
誠
・
小
曽
戸
洋
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の
名
を
記
載
す
る
の
み
で
、
い
ず
れ
も
曽
世
栄
と
は
記
さ
な
い
・

曽
世
栄
は
元
代
の
医
家
で
、
衡
州
府
（
湖
南
衡
陽
）
に
住
み
、
伝

は
明
代
と
渭
代
の
『
衡
陽
府
（
県
）
志
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
曽

世
栄
の
字
は
徳
顕
、
号
を
育
渓
と
い
い
、
著
書
に
「
活
幼
心
書
』

が
あ
る
。
そ
こ
で
演
者
は
『
活
幼
口
議
』
（
以
下
「
口
議
』
と
略
）
と

『
活
幼
心
書
」
（
以
下
「
心
害
』
と
略
）
を
比
較
検
討
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
か
な
り
の
相
違
点
を
認
め
た
。
例
え
ば
「
口
議
」
は
金
銀
薄

荷
湯
を
多
用
す
る
が
、
「
心
書
』
で
は
金
銀
薄
荷
を
金
銭
薄
荷
の
誤

写
と
指
摘
す
る
。
他
方
、
『
口
議
」
は
指
紋
診
法
を
し
ば
し
ば
記
す

が
、
「
心
言
」
は
一
度
も
こ
れ
に
言
及
し
な
い
。
つ
ま
り
両
書
は
学

術
体
系
を
異
に
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
口
議
』
に

記
載
さ
れ
た
薬
方
・
診
断
・
治
療
法
に
つ
い
て
み
る
と
、
宋
代
の

も
の
が
主
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
太
医
局
の
処
方
、
銭
乙
・
漢
東
王

氏
・
張
澳
・
「
幼
幼
新
書
」
な
ど
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
も
演
山

は
張
澳
の
薬
方
書
小
児
医
方
妙
選
』
）
が
最
近
流
行
し
て
い
る
（
「
直

斎
害
録
解
題
』
に
よ
れ
ば
二
二
六
年
頃
）
と
い
い
、
『
幼
々
新
聿
星

が
最
近
編
集
二
一
五
○
年
初
刊
）
さ
れ
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
『
口
議
」
の
成
立
は
以
上
の
両
書
に
近
い
二
○
○

年
代
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
演
山
省
翁
は
南
宋
の
人
で

あ
り
、
元
代
の
曽
世
栄
で
は
あ
り
え
な
い
・

演
者
は
さ
ら
に
演
山
の
手
が
か
り
を
求
め
る
べ
く
文
献
を
渉
猟

し
た
と
こ
ろ
、
清
代
・
江
蘇
の
沈
金
蕊
『
幼
科
釈
謎
」
に
多
く
の

「
史
演
方
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
ま
さ
に

こ
の
史
演
山
こ
そ
『
口
議
」
の
作
者
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
演
（
推

術
こ
と
「
省
（
体
悟
）
」
と
の
意
味
の
相
似
か
ら
す
れ
ば
、
演
山
は

名
、
省
は
字
と
な
り
、
こ
れ
は
当
時
の
中
国
人
の
名
・
字
の
関
係

と
合
致
す
る
。
史
の
姓
に
つ
い
て
は
「
路
史
」
に
、
「
倉
頷
の
後
に

史
氏
が
あ
り
、
宣
城
（
安
徽
省
）
・
武
昌
（
湖
北
省
）
に
て
声
望
が
高

い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
二
中
国
人
名
大
辞
典
』
姓
氏
考
略
）
。
さ
ら

に
『
口
議
」
巻
首
に
は
、
「
私
の
家
系
は
代
々
江
南
に
居
る
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
宋
代
に
は
江
南
東
路
・
西
路
が
置
か
れ
、
今
の
江

蘇
・
安
徽
両
省
を
支
配
し
て
い
た
。
し
か
も
「
口
議
」
に
記
さ
れ

る
「
一
膳
」
「
札
脚
」
「
巴
鼻
」
「
声
級
」
な
ど
の
用
語
は
、
い
ず
れ

も
宋
代
の
江
蘇
・
湖
江
の
方
言
で
あ
る
（
『
夢
梁
録
』
育
子
、
『
綴
耕

録
』
纒
足
、
「
委
巷
叢
談
』
「
通
俗
編
」
品
目
・
級
）
。
ち
な
み
に
「
口
議
』

を
引
用
す
る
『
永
類
鈴
方
」
の
著
者
・
李
仲
南
、
『
幼
科
証
治
準
縄
』

の
著
者
・
王
肯
堂
な
ど
、
多
く
の
医
家
も
安
徽
・
江
蘇
・
湘
江
一

帯
の
人
で
あ
る
。
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多
紀
元
胤
の
誤
認
に
基
づ
く
『
活
幼
口
議
』
の
著
者
に
関
す
る

従
来
の
通
説
は
、
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
黒
竜
江
中
医
学
院
医
史
教
研
室
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合

研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）

以
上
の
検
討
結
果
、
「
口
議
』
の
著
者
・
演
山
省
翁
は
元
代
の
曽

世
栄
で
は
な
く
、
宋
代
の
史
演
山
（
字
は
省
）
で
あ
り
、
出
身
は
江

南
で
あ
る
と
判
断
す
る
に
到
っ
た
。
さ
ら
に
本
書
の
内
容
か
ら
、

小
児
科
医
術
は
家
伝
、
道
家
の
学
を
兼
ね
、
活
動
地
域
は
主
に
安

徽
・
江
蘇
・
湘
江
省
あ
た
り
と
推
定
で
き
る
。
演
山
は
小
児
驚
風

疾
熱
の
治
療
に
長
じ
、
病
証
・
方
薬
・
診
療
・
調
養
な
ど
の
論
説

は
後
世
の
医
家
に
重
視
さ
れ
た
。

仏
教
で
は
病
人
の
看
護
は
、
出
家
僧
の
修
行
の
中
で
と
く
に
重

要
視
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
の
伝
統
医
学
で
あ
る
ア
ー
ュ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
比
較
検
討
し
た
。

仏
典
で
は
『
摩
訶
僧
祇
律
』
巻
二
八
（
国
訳
一
切
経
』
律
部
一
○
、

八
七
五
’
八
七
六
頁
）
を
、
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
で
は
『
ス
シ
ュ
ル

タ
本
集
」
（
大
地
原
誠
玄
訳
「
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
』
第
一
篇
総
説
篇
第

一
九
章
）
を
用
い
た
。

先
ず
『
摩
訶
僧
祇
律
一
に
つ
い
て
三
種
の
病
人
の
内
容
を
み
る

と
、
飲
食
、
薬
物
、
看
病
の
三
つ
の
条
件
に
よ
っ
て
病
人
の
転
帰

は
異
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
三
つ
の
条
件
の
中
で
看
病
を
も
っ
と

も
重
視
し
て
い
る
。
さ
ら
に
よ
い
看
病
を
行
う
に
は
命
を
捨
て
る

気
持
で
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
い
看
病
を
行
う
と
大
き
な
功
徳

５
仏
典
と
「
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
』

み
ら
れ
る
看
護

杉
田
暉
道

に
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